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茶 
３月中旬を過ぎ暖かくなり新芽の生育も順調に推移していると思われますので防除は、早めに実施

して下さい。また、摘採も早まると思われるので使用基準（日数）に注意して下さい。 
  

【防 除】 ３月中旬 カンザワハダニ バロックフロアブル  ２,０００倍（１４日） 

                       ※実施をしていない方は、３月末までに散布する 
 

・気温も高いので早めに茶園を回り発生状況を確認しましょう。 

・バロックフロアブルは卵・幼虫に対する効果があります。速効性はありませんが、効果が長く 

続きます。赤焼病の防除する場合は、ドイツボルドーＡ５００倍を加用して下さい。 

【施 肥】 芽出肥   1回目  ３月下旬      化成肥料  ３袋／１０ａ当り 

２回目  摘採１４～２０日前    〃       〃 

            デルトップ win・みのり一番は、３月下旬 ５袋／１０ａ当り施用する。 
 

・１回施肥の場合は摘採３０日前（萌芽直前）に施肥する。 

・肥効を高めるため幅広に施し、施肥後は出来るだけ土と混ぜましょう。 
 

【一番茶摘採の注意点】   

各自の茶園生育状況を見定め適期摘採を心掛けて下さい。古葉や赤棒に注意！！ 

①  新芽の出開き度 

   新芽が開ききった葉が園地の５０％以上になってからの摘採に心掛ける。 

②  新芽開葉数 

   新芽の開葉数が園地平均で４枚頃が適期 ※ 一番茶期で１葉開葉に５日程度 

 ③ 摘採計画 

   ①・②を各自で考慮し茶園地の摘採計画を事前に検討する。 

   茶農協・共同工場加入者は、工場稼働日を確認し検討する。    

④ ４月に入ってからの農薬散布は、周囲の茶園に配慮し、基本的には実施しない 

柑 橘 
【状況】 ３月になり、柑橘の剪定作業を中心に作業したことと思います。天候的に降水量は平

年と比べて少ないものの気温が順調に上昇してきており、柑橘、落葉果樹ともに目が動

き始めています。４月の防除は柑橘ではここ最近発生が増加しているそうか病の防除に

とって一番重要な時期になります。防除する際は樹の芽の動きに注意してもらい防除適

期を逃さないようにしてください。 
 

【防除】 
●温州みかん 

散布時期 病害虫名 農薬名 希釈倍数 日 数 回 数 

4月上中旬 
（春芽が５㎜～ 

１cm 程度揃った 

時期） 

ミカンハダニ マシン油乳剤（97％） １００倍  ― ― 

カイガラムシ類 アプロードフロアブル １，０００倍 14日 ３回 

そうか病 デランフロアブル １，０００倍 30日 3回 

※そうか病多発園 

①発病している夏秋梢を切除する。 

②多発園ではフロンサイドまたはパレードフロアブル等複数回散布する。 

 

 ●中晩柑 

散布時期 病害虫名 農薬名 希釈倍数 日 数 回 数 

４月上中旬 
ミカンハダニ マシン油乳剤（９７％） １００倍 － － 

カイガラムシ類 アプロードフロアブル １，０００倍 45日 ３回 

※ＩＣボルドー６６Ｄとマシン油乳剤の近接散布は、１４日間以上あける。 
 

【除草】 春草の繁茂は、春肥を直接吸収するばかりでなく、地温の上昇を妨げて肥料を 

遅効きさせるので、早めに除草しましょう。 
 

【緑化促進・花芽充実促進】 
●３月・４月・５月（農薬との混用散布可能） 

目 的 資 材 名 
緑化促進 くみあい液肥１号 ３００倍 または  尿素３００～５００倍 

花芽の充実及び着花促進 リンクエース １，０００倍 
 

 

落葉果樹 

作物名 時 期 病害虫名 農 薬 名 使用倍数 使用基準 

いちじく ４月上中旬 アブラムシ類 アディオン乳剤 ２，０００倍 前日-２回 

梅 ４月上中旬 黒 星 病 ベルクートフロアブル ２，０００倍 ３０日-３回 

梨 ４月上旬 
黒 星 病 ベルクート水和剤 １，５００倍 １４日-５回 

アブラムシ類 モスピラン顆粒水溶剤○劇  ４，０００倍 前日-３回 

 

 

 

 
 

静岡市からのお知らせ：援農ボランティア「受入農家」募集！ 

静岡市では「援農ボランティア」という事業を実施しております。この事業は、ボランティアで生

産者の力になりたいという市民を募り、農繁期において人手の確保が困難な生産者に対して派遣す

るものです。また、農業者と消費者とが顔のみえる関係をつくり、営農の継続がしやすい状況をつ

くることで、静岡市の農業と自然環境を守ることを目的としています。制度の趣旨をご理解いただ

き、援農ボランティアの受入れを希望する農業者は農業政策課までお申し込みください。 
 

☆申込期日が３月３１日までとなっていますので早めの申し込みをお願いします。 

内容確認や受入れ希望がある方につきましては、静岡市役所農業政策課（TEL：054-354-2089）

または東部営農経済センターまでお問い合わせください。 

なお、ボランティアの内容については、自動車運転や機械操作など危険を伴う作業はできません。

（詳しい内容については、お問い合わせください。） 

※また、受入れ希望の場合は、申込書の記入が必要になります。 
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いちご 
 

１、 親株管理（25倍増殖の場合） 
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（１）親株 1株からの増殖本数は 25本を上限とする。自分にあった採苗スケジュールを。 

（２）定植密度：密植とならないよう十分間隔をとる。（こまめな葉かきで風通しを確保） 

（３）肥料管理：10日～14日間隔でＩＢ化成Ｓ１号を 3～4粒／株施用（草勢により加減） 

         ※小苗にエコロングを使用場合は肥効日数や効き方（種類）に注意しましょう。 

          例：エコロング 413-40→(N：14・P：11・K：13、肥効：40日) 

            →スーパーが付く銘柄は初期の溶出がありませんのでご注意下さい。 
 

  ☆ロング肥料を親株に施用する場合☆ 

肥料名 施用量 施用方法 

新エコロング 413－180 10ｇ/親株 親株培土に混和 
 

（４）炭そ病防除 

時期 薬剤 RAC 倍率 回数 対象病害虫 

4月第 2週 
キノンドー（フ） M1 500～800倍 1/3 炭疽病 

テデオン（乳） 12D 500～1000倍 1/2 ハダニ 

4月第 3週 
ゲッター（水） 1・10 1000倍 1/2 炭疽病 

エコピタ（液） - 100倍 - うどんこ病、ハダニ 

 

２、 本圃管理 

（１）ハウス内管理 

・ 換気は少しずつ行う。（急激に湿度が下がるとチップバーンやガク枯が起こるため） 

・ 日中のハウス内温度は 27℃～28℃とし、30℃以上にならないように管理する。 

・ 日射量の増加や気温上昇に伴い、灌水量は増やし、必要に応じ液肥や葉面散布を行う。 

（２）病害虫防除 

・スリップス、アブラムシは早期の発見で、早めの防除を行いましょう。 

     →防除は花や果実を中心に散布し、発生圃場では3～5日置きに連続で防除しましょう。 

・灰色かび病は湿度を下げる、罹病部位を取り除く事が防除につながります。 

 暖房機を回す事で湿度を下げましょう。 

病害虫 薬剤名 RAC 倍率 日数 回数 蜂 天敵 

うどんこ病 

灰色かび病 
パレード（フ） 7 2,000～4000倍 前日 3回 1日 ○ 

灰色かび病 ピクシオ DF 17 2,000倍 前日 ４回 １日 ○ 

スリップス ベネビア OD 28 2,000倍 前日 ３回 1日 ○ 

アブラムシ ウララＤＦ 29 2,000～4,000倍 前日 ２回 1日 ○ 

水稲   

  近年、ジャンボタニシが多いので、下記の対策を行ってください。 

① 貝の粉砕を目的に細土耕転する。 

② 水尻、水口に金網をはって侵入を防ぐ。 

③ 石灰窒素 20～30㎏/10ａ 施用 （水が入るようになってから） 

3～4㎝に湛水⇒1～4日後に全面散布⇒3～4日放置（漏水を防止する事） 

※石灰窒素を 30㎏施用した場合、6㎏の窒素が入るため、その分元肥を減らす 
 

１、 圃場の整備（病害虫の予防） 
（１） 黄化萎縮病は、冠水しやすい圃場で発生するため、排水路等を整備する。 

（２） ジャンボタニシは、水深が深いと食害を受けるので田面が均平になるよう整備する。 

２、 除草剤 

雑草の多い圃場では、春起こし前に除草剤処理をおこなう。 

薬剤 倍率 日数 

ラウンドアップマックスロード 
100～200倍 

耕起前 10～20日 

バスタ液剤 耕起前 15～30日 
 

トマト（ミニトマト除く） 
近年、増えているウィルス病は吸汁害虫（アザミウマ、コナジラミ、アブラムシ）が媒介する病気

のため、予防的に吸汁害虫の防除を行う。 

病気 薬剤 倍率 日数 回数 

疫病 
ダコニール 1000 1,000倍 前日 ２回 

ランマンフロアブル 1,000～2,000倍 前日 4回 

コナジラミ・アブラムシ 
コルト（顆水） 4,000倍 前日 3回 

ウララ DF 2,000倍 前日 3回 

ハモグリバエ・オオタバコガ ベネビアＯＤ 2,000倍 前日 3回 

アザミウマ・ハスモンヨトウ ディアナ SC 2,500～5,000倍 前日 2回 

 

 

 

 

 

 

 

 

★農業機械整備販売会★    会場：平山竜爪茶農協前 

実施日時  4 月 6 日（火）9：00～13：00 

一番茶開始が近づいてきましたので、開始前の機械点検を実施しましょう。 

お気軽にお越しください。  実施業者：丸山販売 

★購買店舗年度末棚卸に伴う営業時間のお知らせ★ 

日時：令和 ３年３月３１日（水）正午まで営業 
当日正午以降は、販売できませんので早目のご利用又は翌日利用をお願いします。 

ご迷惑をおかけしますがご理解ご協力をお願い致します。 

☆苗 8分作！良質な苗づくりのため、確実なスケジュールをたてましょう！☆ 


